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動」の分野で受賞したものです。

'月号

11

さる 12月 6日坂本幼稚園が藍青賞を受賞しました。

坂本幼稚園は、昭和57年度からた幼児が生き生きと、主体的に活動し、自

主性・創造性を育てるための指導のあり方ミについて研究「総合的な学習活

町民のうごき

世帯数 1，981・ 人口 男 3，861 女 4，051 計 7，912(昭和61年 月30日現在)


出生男  5女 2計 7・ 死 亡 男  2女 2計 4・転入男  5女10・計15・ 転 出 男  8女 3計 11(昭和61年11月中)


広報かつうら 1月号=199・昭和62年 1月 1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ (08854)2 -2511 (制
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第199号 治、 て〉 つ ら 昭和62年� 1月 1日� (2) 

年
頭
の
あ
い
さ
つ


勝
浦
町
長

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
け
ま
す
。

昨
年
一
月
の
町
長
選
挙
で
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
持

ご
支
援
に
よ
り
三
選
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
、
今
、
ま
た
初
心
に
か

え
り
、
活
力
あ
る
町
-
つ
く
り
へ
の

決
意
を
新
た
に
し
た
次
第
で
あ
り

ま
す
。

就
任
後
早
く
も

一
年
が
経
過
し

桜

木

義

夫

ま
し
た
が
、
日
ご
ろ
町
政
推
進
に

つ
い
て
格
別
の
ご
理
解

・
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
、
改

め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
く
迎
え
る
昭
和
六
十
二
年

は
、
前
年
同
様
行
財
政
極
め
て
厳

し
い
中
で
す
が
、
町
の
平
和
と
繁

栄
、
活
力
あ
る
町
、
‘
つ
く
り
の
た
め

に
知
恵
を
し
ぼ
り
、
創
意
工
夫
を

こ
ら
し
、
地
場
産
業
の
地
道
な
振

興
や
、
町
民
の
雇
用
の
安
定
確
保

に
よ
る
町
民
所
得
の
向
上
を
目
指

し
、
さ
ら
に
は
急
速
に
進
む
高
齢

化
社
会
に
向
け
て
の
福
祉
と
生
涯

教
育
の
充
実
、
そ
し
て
ゆ
と
り
と

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
町
。
つ
く
り
の
た

め
の
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、

ま
た
、

二
十
一
世
紀
を
担
う
青
少

年
の
健
全
育
成
、
生
活
環
境
を
よ 

く
す
る
た
め
の
道
路

・
河
川
の
整

備
な
ど
山
積
み
す
る
行
政
課
題
に

全
力
を
上
げ
て
取
り
組
む
決
意
で

あ
り
ま
す
。

こ
の
費
耳
に
町
の
重
要
施
策
と

し
て
取
り
組
ん
で
き
た
諸
事
業
の

概
況
を
報
告
し
ま
す
。

ま
ず
昭
和
五
十
八
年
度
か
ら
新

農
業
構
造
改
善
事
業
、
あ
る
い
は

定
住
促
進
対
策
事
業
と
し
て
進
め

て
き
た
多
目
的
集
会
所
の
建
設
で

ず
が
、
待
望
の
横
瀬
地
区
集
会
所

が
前
川
地
区
に
完
成
し
、
総
計
九

地
区
の
集
会
施
設
が
計
画
通
り
完

成
し
ま
し
た
。
地
域
の
集
会
・
研

修
の
場
と
し
て
大
い
に
活
用
い
た

だ
き
た
く
思
い
ま
す
。 

...完成した横瀬地区多目的

集会施設

ま
た
、
か
ね
て
か
ら
進
め
て
い

ま
し
た
婆
羅
尾
林
道
の
舗
装
が
九

月
十
日
に
全
線
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
道
路
は
、
地
域
発
展
は
一
言守フ

に
及
ば
ず
、
峰
越
林
道
と
し
て
の

広
域
的
機
能
の
役
割
に
も
、
極
め

て
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
花
嫁
対
策

・
住
宅

対
策
の

一
環
と
し
て
若
い
夫
婦
向

け
住
宅
を
坂
本
下
地
区
に
、
現
在

五
戸
建
設
耐
で
あ
り
、
本
年
三
月

完
成
・
昭
和
六
十
二
年
度
入
居
の

予
定
で
す
。

次
に
、
昭
和
六
十
年
に
着
工
し

て
い
る
上
勝
・
勝
浦
・
佐
那
河
内

・

徳
島
の

一
市
三
町
村
を
結
ぶ
徳
島

東
部
広
域
農
道
は
、
地
元
関
係
者

の
ご
協
力
に
よ
り
、
順
調
に
事
業

が
進
め
ら
れ
昨
年
は
二
億
三
千
万

円
の
事
業
を
実
施
し
、
新
年
度
で

の
大
幅
予
算
獲
得
運
動
を
展
開
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

星
谷
地
区
の
中
腹
部
農
道
整
備

に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十

一
年
に

農
免
道
路
と
し
て
採
択
さ
れ
六
千

万
円
の
事
業
費
で
用
地
買
収
・
工

事
の
実
施
を
進
め
、
本
年
か
ら
本

格
的
な
大
幅
予
算
を
得
て
、
事
業

を
推
進
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

県
道
関
係
と
し
て
は
、
坂
本
バ

イ
パ
ス
建
設
及
、
び
横
瀬
橋
か
け
か

え
促
進
の
た
め
、
上
勝
・
勝
浦
両

町
に
お
い
て
七
月
十
九
日
期
成
同

盟
会
を
結
成
し
、
両
町
一
体
と
な

っ
て
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

坂
本
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
は
、

昭
和
六
十
年
に
着
工
し
、
地
元
関

係
者
の
ご
協
力
に
よ

っ
て
順
調
に

工
事
が
進
み
、
本
年
は
除
去
埠
工
事

に
着
手
で
き
る
よ
う
運
動
を
展
開 

中
で
す
。

ま
た
、
横
瀬
橋
西
詰
か
ら
星
小
川
口

に
向
け
て
の
中
山
バ
イ
パ
ス
に
つ

い
て
は
、
県
単
事
業
と
し
て
財
政

極
め
て
厳
し
い
折
で
す
が
、

一
日

も
早
い
完
成
を
目
指
し
努
力
し
て

い
ま
す
。

そ
し
て
、
町
の
玄
関
口
で
あ
る

県
道
勝
浦
羽
ノ
浦
線
の
改
良
も
、

沼
江
地
区
の
交
通
停
滞
を
解
消
す

る
た
め
、
早
期
着
工
を
目
指
し
地

元
関
係
者
の
ご
協
力
を
要
請
し
て

い
ま
す
。

農
村
地
域
定
住
促
進
対
策
事
業

は
、
計
画
の
全
事
業
が
昭
和
六
十

一
年
で
完
成
し
ま
し
た
。
新
農
業

構
造
改
善
事
業
に
よ
る
沼
江
石
原

地
区
の
集
団
農
地
整
備
事
業
や
、

農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
の
坂
本
・
内
谷
日
浦
山
線
、
星

谷
・
灰
焼
線
の
農
道
整
備
、
生
名

北

・
中
道
線
、
行
示
中
央
線
の
集

落
道
、
棚
野

・
久
国
排
水
路
の
整

備
も
図

っ
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
勝
浦
中
学
校
体
育
館
の
塗

装
や
生
比
奈
小
学
校
便
所
の
新
設

工
事
を
実
施
し
、
逐
次
塾
長
設

の
充
実
を
図

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内
に
お
け
る
働
き
場

所
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
中
野
鉄

工
株
式
会
社
の
移
転
拡
充
が
、
円

高
不
況
の
た
め
、
本
年
に
持
ち
越

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

¥)  
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い
ま
す
。

が
、
大
誠
音
響
株
式
会
社
の
工
場

基
本
台
帳
事
務
を
稼
動
さ
せ
、
そ

は
、
現
地
で
全
面
改
築
さ
れ
、
聞

の
他
の
事
務
に
つ
い
て
も
、
現
在

時
に
船
井
電
機
勝
浦
工
場
と
し
て
資
料
り
人
力
中
で
す
。
本
年
は
、

社
名
の
変
更
が
さ
れ
、
飛
躍
へ
の
税
関
係
の
事
務
を
稼
動
さ
せ
る
予

体
制
が
整
い
ま
し
た
。

定
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
以
上
、
新
年
に
あ
た
っ
て
の
私

は
、
役
場
事
務
の
能
率
化
・
正
確
の
決
意
な
り
、
前
年
の
重
要
施
策

化
を
図
り
、
ま
た
高
度
情
報
化
へ
の
取
り
組
み
、
諸
事
業
の
概
要
を

対
応
す
る
た
め
、 

‘コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
本

を
導
入
し
、
十
月
一
日
か
ら
住
民
年
も
皆
さ
ん
の
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、

年
頭
の
あ
い
さ
つ


ご
協
力
を
お
願
い
し
、
新
年
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
け
新
年
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

勝
浦
土
地
改
良
区
功
労
者
に

表

彰

状

昭
和
四
十
八
年
に
勝
浦
土
地
改

良
区
が
設
立
さ
れ
て
以
来
、
永
年

に
わ
た
り
役
員
と
し
て
勝
浦
町
の

土
地
改
良
事
業
の
推
進
と
、
勝
浦

土
地
改
良
区
の
運
営
・
発
展
に
尽

力
さ
れ
た
次
の
方
々
に
昨
年
の
十

一
月
二
十

一
日
に
町
長
か
ら
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

副

理

事

長

山

路

理

事

稼

勢

義史美一一一

昭淳永 一 栄保

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

皆
さ
ん
に
は
、
健
や
か
に
新
春

総監

代事

坂 岡 柳

口 回

貞敬義

雄二信

や
河
川
改
修
な
ど
基
盤
づ
く
り
に

鋭
意
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し

議

長

副
議
長

議

員

武工 ソノ啓

。ろ，ク。。。イシイシク//インク クイシイシ

幸栄

一

幸

夫
健

一
郎

政

明

富

治

義

雄
チ

クペン

た
。こ

れ
ら
の
事
業
が
完
成
さ
れ
た

と
き
に
は
、
勝
浦
町
も
地
場
産
業

。

青

水

谷中原

田恨

v

を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜

び
弁 
γ

申
し
上
げ
ま
す
。

今
や
社
会
情
勢
は
、
内
外
と
も

弁 
中
心
と
し
た
経
済
の
向
上
に
大

に
政
治

・
経
済
面
に
お
い
て
も
厳

し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
私
た

ち
議
会
は
、
政
治
に
真
実
と
正
義

を
求
め
つ
つ
、
皆
さ
ん
の
混
か
い

ご
支
援
を
力
と
し
て
、
明
る
く
暮

ら
し
ゃ
す
い
町
守
つ
く
り
に
努
力
を

続
け
て
お
り
ま
す
。

昭
和
六
十

一
年
度
も
、
文
教
施

設
の
充
実
を
は
じ
め
、
農
村
総
合

整
備
モ
デ
ル
事
業
、
畑
地
帯
総
合

〈
消
防
団
出
初
式
〉

昭
和
六
十
二
年
、
新
年
恒
例
の

き
な
期
待
が
も
た
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

勝
浦
町
の
財
政
状
況
は
、
き
わ

め
て
厳
し
い
と
き
で
は
あ
り
ま
す

が
、
議
会
は
、
住
民
の
代
表
者
と

し
て
、
住
民
福
祉
の
向
上
、
教
育

文
化
の
推
進
の
た
め
、
萎
縮
す
る

勝
浦
町
消
防
団
出
初
式
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

。
日
時

挙
大

ザ
方

豊

.
昨一

日青良 !l券重

美 一 己夫�  E

ニ
と
な
く
、
勝
浦
町
活
性
化
の
た

一
月
十
五
日 

(祝
日 
)

午
前
九
時
三
十
分
開
会 

(団
員
の
か
た
は
、
午

前
七
時
三
十
分
ま
で
に

集
合
)

勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド 
(悶
天
の
場
合
は
、

同
体
育
館
に
午
前
九
時

ま
で
に
集
合
)

。
式
場

め
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
皆
さ

ん
の
付
託
に
こ
た
え
た
い
と
存
じ

ま
す
の
で
、今
後
と
も
格
別
の
ご
理

土
地
改
良
事
業
、
東
部
広
域
農
道

中瀧西岡若山山 押 岡 宮 折井問中川長河平

西口 漬 木下本栗本本部出本西口田野岡
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スタンプ
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年頭のあいさつ勝浦町議会



た
こ
と
を
自
覚
し
、
自
ら
生
き
ぬ

こ
う
と
す
る
青
年
を
祝
い
励
ま
す

意
義
深
い
式
で
す
。

素
な
服
装
で
全
員
出
席
し
ま
し
ょ

、
「
ノ
。

~ .' 

つ
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成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
み
な
さ

ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
』

二
十
歳
に
な
っ
た
み
な
さ
ん
は

今
年

一
人
前
の
お
と
な
と
し
て
、

社
会
へ
の
新
し
い
門
出
の
年
で
す
。

勝
浦
町
で
は
、
み
な
さ
ん
の
成

人
を
祝
い
、
「
成
人
式
」
を

一
月

一
一
目
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
午
前
九

時
か
ら
行
い
ま
す
。

「
成
人
式
」
は
、
お
と
な
に
な
っ

成
人
式
の
意
義
を
理
解
し
、
簡

であと� 1叩0手芋手� :ι:'ぶ:ド九:三:〉::♂.'. 

1 ，♂ j;;;;.j品が:;れ!じ:?打以ぐ《や引.;.'訂ト討:トパ を迎えた 日::三日:と三冷� 

勝
浦
中
学
校
�
 
同
年
度
)

元
校
長

日

下

敏

夫

勝
浦
町
老
人
会

会
長

豊

田

要

助

二
十
歳
に
な
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
は
、

一
人
前
の
社
会
人
と
な
り
、

又
人
間
完
成
ヘ
向
か
っ
て
の
節
目

を
む
か
え
た
の
で
す
。
今
、
あ
な

た
た
ち
は
、
二
十
一
世
紀
へ
の
日

本
の
未
来
を
担
う
中
核
と
な
る
べ

き
誇
り
を
持
っ
て
生
き
て
い
た
だ

き
た
い
。

皆
さ
ん
が
身
心
共
に
健
康
な
社

会
の
道
を
歩
ま
れ
る
事
を
祈
念
致

し
ま
す
。

〈
男
子
〉

青
木

東

政

人

・
阿
部

阿

部

聖

司

・
井
出

内

谷

隆

博

・
大
上

民
主

樫

原

護

・
桂

一

河

村

修

・
楠
本

当
】
久

米

義

和

・
堺
�
 

;
J

榊

原

義

昭

・
潔

勝
浦
町
婦
人
会

会
長

岸
上
イ
マ
ノ

ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
二
十
年
間
温
か
く
見
守
り
、

育
て
て
く
だ
さ
っ
た
ご
両
親
に
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
「
あ
り
が

と
う
」
の
ひ
と
言
を
:
:
:

愛
情
と
責
任
の
持
て
る
社
会
人

と
し
て
、
大
き
く
幅
広
く
活
躍
し

て
く
だ
さ
い
。

勝
浦
町
青
年
会

会
長

笹

山

芳

宏

「
運
・
鈍
・
根
」

・:
:

成
人
式
の
日
に
ひ
と
り
の
人
聞

が
完
成
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
お
そ
ら
く
人
聞
は
、
一
生
か

か
っ
て
は
じ
め
て
成
人
す
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
勝
中
時
代

に
よ
く
私
が
言
っ
て
き
ま
し
た
、

「
運
・
鈍

・
根
」
の
言
楽
弁
�
 

γ

大
切

に
・・
・:・

新
人
類
の
成
人
諸
君
ヘ

人
類
の
先
輩
か
ら
は
な
む
け
の
言

葉
を
贈
り
ま
す
。
若
い
時
は
激
辛

の
人
生
が
い
い
。
他
人
の
歩
ま
な

い
道
で
も
自
分
が
信
じ
る
道
を
求

め
、
勇
気
堂
々
歩
ん
で
ほ
し
い
。

こ
だ
わ
る
心
を
持
ち
続
け
究
極
の

人
生
を
探
す
た
め
に
、
も
う
や
る

し
か
な
い
。

君
た
ち
の
前
途
に
幸
多
か
ら
ん

こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

庁
サ
ラの

奥
さ
ん
�
 

お
め
で
と
う
。

(第
3
号
被
保
険
者
)

の
届
け
出
を
済
ま
さ

れ
た
方
へ

者
に
該
当
し
た
旨
の
手
続
き

を
済
ま
さ
れ
た
方
で
、
次
に

該
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と

き
は
、
そ
の
旨
の
届
け
出
が

必
要
で
す
の
で
、
必
ず
役
場

義誉勝 泰寿靖達公 康
三 之雄 健之人司也博明

寺田谷清津小岸向井 〈� 
JII 中 水口谷 本口 女

子
〉

仕 豊順順智苦言文秀
子子子子子子子代子

中 坪高杉津坂ノj、勝� j也青
岩井木本田井出本谷木

由郁雅好明美吉弘麻美
美子子美美智子恵紀 保

す
で
に
、
第
3
号
被
保
険

該

清
水

一
人
・
定
作

瀧

信

一
郎
・
高
田

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
おめでとう20歳



(5) 昭和62年1月1日 ヵ、 てコ つ ら 第199号

初
歳
に
な

っ
た
ら

国
民
年
金

です。 ?:日:ト:;~:~ :!~ :~ ~~: :~ ;~: 山

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん

あ
な
た
も
国
民
年
会
且
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

加
入
し
て
、
成
人
と
し
て

二
十
歳
に
な
っ
た
そ
の
日
か
ら
、

の
社
会
的
責
任
を
果
た
す

選
挙
権
な
ど
大
人
と
し
て
多
く
の

と
と
も
に
、
将
来
の
生
活

権
利
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
と
同
時

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

に
義
務
も
課
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の

一
つ
に
国
民
年
金
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
加
入
者
が
年
を
と

っ
た
り
、
万

一
の
事
故
や
病
気
で

陣
害
者
に
な
っ
た
り
、
夫
と
死
別

し
母
子
家
庭
に
な
っ
た
と
き
な
ど

に
年
金
を
支
給
し
て
、
本
人
や
遺

族
の
生
活
を
み
ん
な
で
支
え
合
っ

て
い
く
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

，•.汗';"、川λ必

j:片 Eイイ‘� 天!:;;万投?i;?::i;i::F;:J.Jγ:ト 
.三 

:;:~.~.)::~:t {¥ 

加入する人。手続き<>保険料

(第� 1号被保蹟蓄) O 保険料は1:tJ月7，100肉
成 人 式

といいます，� です。 柳美松増福林野長永出 �  

*20般になったらすく住 毎月分を翌月末までに	 i事馬� l鷲田井 崎町井葉

;すす京として自分の々 ;展辰 入めめ決尖司. .
;r，りhjません。そこで、 :vV 今回反応を� 

:â:~*:!::時:;マぷ引淀持;許

所地の市町村役場へ届 市町村から案内された

け出る。 方法で納める。 茂

・
戸
川

英
雄

・
中
間

雅
弘

・
中
山

裕
之
・
早
川

昭
和

・
藤
村

裕

・
前
垣

昭
仁

・
松
下

郁
男
・

一二
木

義
卓

・
矢
島

延
昭

・
山
路

20織力、も59織までのサラリ

(第� 2号彼保F費者)

といいます。

*勤務先が加入手続きを

行ってくれるので個々

には必要なし。

0磁場で厚生(共，頁)年金

保険料として毎月の給

料から天引きされる。

(第� 3号彼保段者)
0夫の厚生年金保険料な

といい宗す.
どの中に含まれる形に

ホサラリーマンと結婚し
なるので.自分で直 I~

専業主婦になったとき，
保険料は納め往くても

住所地の市町村役場へ
よい。

届け出る。� 

利秀康寿英義 哲由美
男雄之輝剛雄哲也光史

山� I普福林橋錦�  f中中中
立井良森谷内田野 ベ

由 j羊憲宏 早 美ふ千ま
紀 子 子 実 苗和み春み

米森前福幡西西中中
海岡田井本渚 山野�  

美恵 音 階 圭 洋千み知
幸 子 美 子弘子絵ほ校 �  

第1号被保険者として

希望により加入すること

ができます。 0保険料は第� 1写被保険結� 
者と同じ。


201lHJ上の字生


*00入希望する方(<1:，住

所地の市町村役場へ届

け出でください。

住
民
福
祉
課
国
民
年
金
係
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
夫
が
会
社
を
退
職
し
た

②
夫
が
転
職
し
、
加
入
す

る
年
金
制
度
が
変
わ

っ
た 

③	

奥
さ
ん
自
身
が
会
社
な

ど
へ
就
職
し
た

④
奥
さ
ん
自
身
が

一
定
の

収
入
を
得
る
よ
う
に
な
り

健
康
保
険
の
被
扶
養
者
で

な
く
な
っ
た

⑤
転
居
し
た 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
20歳になったら国民年金
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新
春
の
阿
波
路
に
健
脚
を
競
う

恒
例
の
徳
島
駅
伝
大
会
が
一
月
四

日
か
ら
六
日
ま
で
の
三
日
間
開
催

さ
れ
ま
す
。

桜
木
義
夫
郡
町
村
会
長
を
団
長

に
選
手
団
は
役
員
百

一
人
、
候
補

選
手
三
十
一
人
、
総
勢
百
三
十
二

人
で
、
一
月
二
日
、
勝
浦
町
住
民

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
結
団
式
を
行
い
、

大
会
に
備
え
ま
す
。

押
葉
義
衛
監
督
の
話

新
春
の
第
三
十
三
回
徳
島
駅
伝

出
場
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
、
ま

た
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
、
ご

協
力
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
大
会
の
為
に
勝
浦
町
選
手
団

は
、
石
木
正
一
陸
協
理
事
長
に
ハ

ッ
パ
を
か
け
ら
れ
な
が
ら
、
多
く

の
ハ
!
ド
練
習
を
こ
な
し
て
き
ま

1
レ
ル
に
。

目
標
は
、
十
位
を
確
保
し
、

一

ケ
タ
台
へ
の
足
が
か
り
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

期
待
に
こ
た
え
る
よ
う
カ
い
っ
ぱ

い
走
り
ま
す
の
で
、
ご
声
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

選
手
団
に
選
ば
れ
た
役
員
の
方

ご

部
)
と
町
内
の
候
補
選
手
は
次

援P団 2
援協 、長お
2312 


計事費需寝返長票

)教育セ 町補美両� 7]' 

、諭巣 ン 見選 ( 教 郡  
肥 )連タ接手郡育陸 長 g 団桜で�  

J 〉陸委協 )、馬 木す
隆高 、 ) 、主↑白員副ネ学野学好学彦天国広東�  12督 陸 、 山 で 義

¥} 司田小、森蒋会会会 l 校和校康校(羽芸幸条チ~ ~協高本 l 夫
、宏坂中本 工 計 、長ジ教敬教宏教以賢高(行 ・針 ム木牛大

石幸毅村寺松)会)ヤ諭(諭(諭上、校以裕松巷翌長長三瓦蔀
田~~孝二下 計 、 I ~ 福 )高)勝立教 上、村と栄 )垂( 保町
早 四 生 太 福 蓑 ・勝 ・ 、原、鉾 、浦 川 諭勝木設、義 、(郡常村
人国比郎弁和 松浦滝マ中 小中 三中 信て浦下 元コ衛監郡陸雄会�  

(以
上
徳
島
大
)
、
谷
寛
樹 

(中

野
鉄
工
)
、
太
田
俊
二

(
勝
浦
園

芸
高
)
、
猪
谷
友
之
(
徳
島
商
業

高
)
、
駒
津
普
司
(
小
松
島
高
)
、

石
木
正
昭
、
長
田
秀
樹
(
富
岡
西

高
)
、
阿
部
浩
之 

(阿
南
工
専
)
、

穏
台
和
幸
、
柳
田
敏
文
、
大
西
部

生
、
猪
小
〈
口
和
敏
、
森
本
英
樹
、
石

木
由
雄
、
岩
田
佐
智
子
、
柳
田
賀

代
(
以
上
勝
浦
中
)
、
高
木
雅
子 

(徳
島
保
専
)

企練習に励む選手

...瀬戸内美八さんのショ ー

も
、徳
島
大
学
生
の
コ
ン
サ
ー
ト
・

各
種
ゲ 

ム
の
進
行
に
伴
い
、
次

第
に
心
も
打
ち
解
け
和
や
か
な
ふ

ん
い
気
に
つ
つ
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、 

面
の
交
歓
会
の
一
大

A

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
、
元
宝
塚
ス
タ

ー
瀬
戸
内
美
八
さ
ん
の
シ
ョ 

に
l

参
加
者
は
六
満
足
の
様
子
で
し
た
。

こ
の
会
を
し
め
く
く
る
最
後
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
交
際
し
て
み

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
カ
ッ
プ
ル

機騒総選議

h
F
ふ
れ
合
う
肩
と
手
か
ハ
勺

青
年
男
女
の

出
会
い
の
場
と

し
て
、
第
五
回

車
同
生
父
歓
会
が

十
二
月
七
日
間

に
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
交
歓
会

は
、
花
嫁
銀
行

の

一
環
事
業
と

し
て
未
婚
の
男

女
の
結
婚
へ
の

意
識
づ
け
と
出

会
い
の
場
、
交

流
の
場
を
提
供

た
い
人
が
い
た
」
と
答
え
た
人
が

五
十
人
中
二
十
二
人
あ
り
、

一
応

の
成
果
が
あ

っ
た
と
、
思
わ
れ
ま

す
。人

と
人
と
の
出
会
い
を
通
じ
て

ふ
れ
合
う
心
と
心
、
も
し
か
す
る

と
、
こ
の
中
か
ら
ロ
マ
ン
ス
が
生

ま
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ネ
・
・・

誕
生
を
期
待
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
町
内
外
か
ら
約
百
名

の
男
女
が
参
/
加
し
、
午
前
中
町
内

で
み
か
ん
狩
り
、
正
午
か
ら
は
会

場
を
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
ピ
移
し
、

一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス

・
パ
ー
テ

ィ
ー
か
』
楽
し
み
ま
し
た
。

最
初
は
緊
張
し
て
い
た
参
加
者

心
も
か
よ
い
ま
す

。 

l

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
がんばれ選手団

MUS04
テキストボックス
第33回徳島駅伝大会

MUS04
テキストボックス
ロマンス生まれるかナ
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勝浦町薬用植物研究会

=実情報告と販売報告=

本
会
が
設
立
さ
れ
早
く
も
五
年
目
を
迎
え
、

収
穫
と
販
売
の
実
績
も
出
始
め
ま
し
た
の
で
、

活
動
概
略
と
作
物
の
生
育
、
及
、
び
販
売
に

つ
い

て
こ
報
告
し
ま
す
。

会
員
数
は
四
十
五
名
で
、
不
定
期
的
で
す
が

年
間
数
回
研
究
会
を
聞
き
、
ま
た
一 

1
二
回
は

徳
大
薬
学
部
の
専
門
家
を
招
き
講
演
会
も
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
外
資
料
の
配
布
と
本
町
で
取

り
組
ん
で
い
る
作
物
の
オ
ウ
レ

ン
、
キ
ハ
ダ
、

シ
ャ
ク
ヤ
ク
、
サ
ン
シ

ョ
ウ
に
つ
い
て
、
実
情

に
合
わ
せ
た
栽
培
指
導
室
目
を
作
成
し
、
希
望
者

に
は
無
料
で
配
布
も
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
外
、
試
作
作
物
と
し
て
、
セ
、
不
ガ
、
コ

ガ
ネ
パ
ナ
も
導
入
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
回
は
本
ム
五
の
指
導
を
い
た
だ
い
て

い
る
、
奈
良
県
の
福
田
真
三
先
律
宗
、
昨
年
十

一
月
に
来
町
さ
れ
、
現
地
に
出
向
き
、
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
そ
の
中
か
ら
次
の
四
種
の
作
物
に
つ
い
て
説
明
し
て
み
ま
す
。

キ
ハ
ダ

植
え
付
け
後
二
年
自
の
も
の
を

見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
「
す
ば

ら
し
い
伸
び
だ
。
二
年
で
こ
れ
だ

け
伸
び
れ
ば
申
し
分
な
い
。
早
く

下
校
の
枝
打
ち
と
雑
草
の
刈
り
取

り
、
生
育
不
良
樹
の
間
伐
を
急
ぐ
よ
う
に
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

本
来
は
植
え
付
け
後
十
五
年
く
ら
い
先
に
収
穫
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
間
伐
樹
の
収
穫
は
十
年
目
く
ら
い
か
ら
可
能
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

現
時
点
で
は
品
質
の
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
キ
ハ
ダ
そ
の
も
の
は

先
行
き
有
望
と
の
こ
と
で
す
。

小
規
模
の
方
も
含
め
て
二
十
名
余
り
の
方
が
栽
培
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

サ
ン
シ
ョ
ウ

本
種
は
小
規
模
の
園
地
も
含
め
四
十
名
く
ら
い
の
方
が
栽
培
さ
れ
て
お

り
、
面
積
は
約

一
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
で
す
。

一
昨
年
は
三
十
キ
ロ
グ

ラ
ム
、
昨
年
は
約
二
百
九
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
出
荷
量
で
あ
り
、
本
年
は
六

百
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
出
荷
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

両
年
と
も
販
売
価
格
は
本
場
和
歌
山
も
の
よ
り
高
く
、
計
算
の
う
え
で

は
成
木
園
に
達
し
た
と
き 

(植
え
付
け
後
約
六
1
七
年
)
反
当
り
二
百
万

円
の
売
上
げ
も
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
(
実
際
は
枯
死
樹
や
値
下
り
、

一

日
の
収
穫
量
が
限
ら
れ
る
た
め
計
算
ど
お
り
と
は
な
ら
な
い
)
し
か
し
昨

今
の
み
か
ん
情
勢
や
労
働
生
産
性
、
作
業
の
内
容
か
ら
比
較
す
れ
ば
、
相

当
の
有
利
性
が
あ
り
ま
す
。

粘
土
質
土
壌
や
排
水
不
良
地
、
過
乾
地
に
は
不
向
き
で
す
が
、
太
陽
光

線
の
少
な
い
陰
地
で
も
よ
く
生
育
し
ま
す
。
問
題
点
は
突
然
の
枯
死
が
多

い
(
し
か
し
、
そ
の
た
め
生
産
量
が
伸
び
ず
値
が
高
い
)
こ
と
、
収
穫
に
相

当
手
聞
が
か
か
る
こ
と
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

本
種
の
特
徴
は
収
穫
期
が
二
度
あ

る
と
言
う
こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
青

果
用
は
五
月
中
旬
頃
、
生
薬
用
は
七

月
中
旬
頃
で
す
。
本
町
で
は
最
も
伸

び
て
ほ
し
い
も
の
の
ひ
と
つ
で
す
。

シ
ャ
ク
ヤ
ク

昨
秋
収
穫
販
売
し
た
の
は
二
農
家

(
約
八
ア
ー
ル
)
で
し
た
が
、
現
在

は
四
農
家
で
約
十
五
ア
ー
ル
の
面
積

と
な

っ
て
い
ま
す
。

品
質
に
つ
い
て
は
「
根
部
の
充
実
が
良
く
相
当
に
良
い
」
と
の
こ
と
で

し
た
。
収
益
性
は
時
の
相
場
に
左
右
さ
れ
ま
す
が
、
熟
畑
に
お
い
て
は
水

稲
の
約
一
・
五
倍
く
ら
い
の
収
入
に
な
る
よ
う
で
す
。

過
去
の
経
験
か
ら
比
較
的
肥
沃
地
で
排
水
が
良
く
、
手
聞
の
少
な
い
農

家
、
施
設
野
菜
等
の
で
き
な
い
土
地
、
水
不
足
の
水
田
等
に
つ
い
て
は
導

入
の
価
値
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

オ
ウ
レ
ン

本
種
を
栽
培
さ
れ
て
い
る
方
は

二
十

一
名
で
面
積
は
約
七
ヘ
ク
タ

ー
ル
程
度
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま

す
。
現
地
は
町
内
の
三
渓
地
区
を

中
心
に

一
部
は
上
勝
町
に
ま
で
及

び
ま
す
。
当
初
は
播
種
か
ら
収
穫

ま
で
に
十
五

1
十
六
年
か
か
る
と

い
う
こ
と
で
出
発
し
ま
し
た
が
、

先
生
が
直
接
現
地
で
実
物
を
見
ら

れ
「
非
常
に
良
い
品
が
で
き
つ
つ

あ
る
。
こ
ん
な
土
地
な
ら
収
穫
ま

で
に
七 
1
八
年
で
で
き
そ
う
だ
」

と
の
こ
と
。
ま
た
、
「
全
般
的
に

枝
打
ち
と
間
伐
の
不
足
が
目
立
つ

の
で
今
後
は
こ
の
点
を
早
く
改
善

す
る
よ
う
に
」
と
も
強
く
言
わ
れ

ま
し
た
。

誠
意
を
込
め
て
栽
培
し
て
い
る

闘
は
い
ず
れ
も
良
い
成
績
を
示
し

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
土
地
を

含
め
た
自
然
条
件
は
薬
用
植
物
栽

培
に
は
適
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

こ
れ
ら
作
物
の
栽
培
を
希
望
さ

れ
る
方
、
ま
た
不
明
な
点
に

つ
い

て
は
産
業
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
勝浦町薬用植物研究会事情報告と販売報告
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同
和
問
題

意
識
調
査か

ら

「
同
和
地
区
が
ど
う
し
て
差
別

の
対
象
と
し
て
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
か
4

と
の
質

問
に
対
し
て
回
答
は
次
の
表
の
と

お
り
で
し
た
。

ら
れ
た
身
分
制
度
に
よ
る
も
の
で

あ
る
」
と
、
正
し
く
理
解
で
き
て

い
る
人
が
少
な
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
同
和
教
育
を
す
す
め
て
い

く
上
で
最
も
基
本
的
な
こ
と
で
す

か
ら
、
政
治
的
に
つ
く
ら
れ
た
差

別
で
あ
る
こ
と
を
十
分
認
識
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
質
問
で

「
民
衆
を
支
配
す

る
た
め
に
政
治
的
に
つ
く
ら
れ
た
」

と
正
し
く
解
答
し
て
い
る
人
は
男

子
で
五
O
%
女
子
で
三
九
%
、
男

女
あ
わ
せ
て
四
四
%
で
し
た
。
特

に
六
十
歳
以
上
の
女
子
で
は
二
三

%
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
間
違
っ
た

考
え
で
は
「
人
の
い
や
が
る
職
業

に
つ
い
て
い
た
か
ら
」
が
十
四
%
、

「
人
穫
が
違
う
か
ら
」
「
神
道
や

仏
教
で
禁
じ
ら
れ
た
こ
と
を
し
て

い
た
か
ら
」
「
人
の
い
や
が
る
職

業
に
つ
い
て
い
た
か
ら
」
が
そ
れ

ぞ
れ
四
%
ず
つ
あ
り
、
同
和
問
題

の
本
質
で
あ
る
「
近
世
封
建
社
会

の
形
成
と
と
も
に
政
治
的
に
つ
く 

民
生
児
童
委
員
が

選
任
さ
れ
ま
し
た

十
二
月

一
日
任
期
満
了
に
伴
い

一
斉
改
選
が
行
わ
れ
、
つ
、
ぎ
の
方

々
が
勝
浦
町
民
生
児
童
委
員
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

松
下
節
子
(
石
原
)
、
高
橋
正

雄
(
沼
江
)
、
梅
山
タ
ミ
(
山
西

掛
谷
)
、
植
野
{
語
力
(
今
山
)
、
岡

本
福
一
(
黒
岩
)
、
岡
本
芳
雄
(
黒

岩
)
、
久
保
定
縫
(
中
角
)
、
平

井
力
(
生
名
)
、
野
上
光
雄
(
生

名
)
、
勝
谷
克
己
(
星
谷
)
、
中

西
チ
ズ
ミ
(
久
国
)
、
原
田
喜
八

郎
(
棚
野
)
、
谷
文
子
(
棚
野
)
、

寒
川
源
八

(中
山
)
、
前
田
旭
子

(中
山
)、

新
開
ツ
ル
エ

(横瀬)、

平
山
美
千
江
(
横
瀬
)
、
主口
野
恭

史
(
横
瀬
)
、
阿
部
ヨ
リ
エ
(
与

川
内 
)
、
浦
田
義
照
(
与
川
内
、)

林

実
(
坂
本
)、
横
山
聖
子

(坂

本
)
、
沢
野
源

一
(
坂
本
) 

町
営
住
宅
着
工

1，人種が追うから� 

2，神道や仏教で禁じられた

ことをしていた

4，人のいやがる戦業

についていた

50 

¥) 

44 

39 

、-

(%) 

六
二
町
、 

3
D
K

四
、
入
居
資
格

五
、
選
考
方
法

ヲ令
。

町
内
に
住
所
を
有
し
か
っ
同

ー
坂
本
団
地 
l

居
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

勝
浦
町
営
住
宅
設
置
及
び
管

計
画
を
進
め
て
い
ま
し
た
坂
本

理
条
例
の
規
定
に
よ
り
選
考
す

団
地
い
か
、
三
月
末
の
竣
工
を
め
ざ

し
こ
の
ほ
ど
着
工
し
ま
し
た
。

今
回
坂
本
団
地
の
概
要
を
掲
載

し
ま
す
。

一
、
住
宅
の
場
附

勝
浦
町
大
字
坂
本
字
大
伏
尾

二
、
戸
数

五
戸

一二
、
規
態
守

入
居
者
申
込
受
付
予
定

昭
和
六
十
二
年
二
月
二
日

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広

報
二
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

工
事
の
進
む
坂
本
団
地

(
町
営
住
宅
)

V

木
造
平
家
建
、
床
面
積
五
九
・

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
同和啓発シリーズ
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は
じ
め
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
。

そ
れ
は
税
金
に
関
心
を
持
ち
は
じ

め
た
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

税
金
に
つ
い
て
全
く
知
ら
な
い

私
は
、
簡
単
な
も
の
だ
ろ
う
と
思

い
こ
ん
で
い
た
の
で
、
本
で
調
べ

た
と
き
の
あ
の
驚
き
は
言
い
表
し

ょ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
税
金
の
種

類
の
多
さ
、
そ
し
て
税
金
に
関
す

る
法
律
の
複
雑
さ
に
驚
い
た
の
で

す
。
税
金
に
関
す
る
法
律
は
、
専

門
家
で
も
理
解
し
に
く
い
点
が
多

い
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。

そ
し
て
、
税
が
わ
た
し
た
ち
の

保
育
所
入
所
説
明
会
と

入
所
申
請
の
受
付
を
行
い
ま
す

昭
和
六
十
二
年
度
の
保
育
所
入

所
説
明
会
並
び
に
、
保
育
所
入
所

申
請
の
受
付
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。
子
供
さ
ん
の
入
所
を
希
望

さ
れ
る
保
護
者
の
か
た
は
、
説
明

会
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

入
所
申
請
説
明
会
日
程

「
ね
え
、
聞
い
て
。
お
母
さ
ん

た
ら
ド
ロ
ボ
!
な
ん
て
言
ょ
ん
じ

よ
�
 ド
ロ
ボ
�
 つ
て
な
ん
の
こ
と

だ
と
思
う
」

と
友
達
は
意
味
あ
り
げ
に
私
に
話

し
か
け
て
き
ま
し
た
。
ド
ロ
ボ
!

と
言
わ
れ
で
も
、
物
弁
」
盗
む
こ
と

だ
け
し
か
頭
に
思
い
浮
か
ば
ず
、

わ
か
ら
な
い
様
子
で
い
た
私
を
見

て、
「
税
金
の
こ
と
」
・

と
友
達
は
言
う
の
で
す
。
税
金
円

と
思
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
、
ど

う
し
て
ド
ロ
ボ
ー
に
な
る
の
か
、

ち
っ
と
も
わ
か
ら
な
い
の
で
、

「
税
金
が
ど
う
し
て
ド
ロ
ボ
�
 」

と
聞
い
て
み
た
の
で
す
。
す
る
と

「
う
ん
私
も
な
、
お
母
さ
ん
に

『ど
う
し
て
税
金
が
ド
ロ
ボ
�
 え

っ
て
聞
い
た
ん
よ
。
そ
し
た
ら
、

お
母
さ
ん
が
『
お
父
さ
ん
が
飲
ん

生
活
や
身
の
ま
わ
り
に
投
立
っ
て

い
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
よ
く
整
っ
た
道
路
も
、
わ

た
し
た
ち
が
勉
強
で
き
る
学
校
も

税
金
で
作
ら
れ
た
も
の
な
の
で
す
。

も
し
、
税
が
な
け
れ
ば
、
安
心
し

て
道
路
を
通
る
こ
と
も
、
勉
強
い
か

集
中
し
て
で
き
る
こ
と
も
、
な
か

っ
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。
そ

う
思
う
と
今
、
わ
た
し
た
ち
は
税

金
が
あ
る
お
か
げ
で
、
安
心
し
て

毎
日
か
暮
ら
せ
て
い
る
と
考
え
て

ぎ
っ
た
よ
う
に
、
脱
会
学
�
 ド
ロ

ボ
!
と
考
え
て
い
る
人
も
多
い
は

H

ず
で
す
。
で
も
、
日
常
生
活
が
税

金
に
か
こ
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
限

り
、
税
金
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
す
。
だ
か
ら
、
今
ま

で
の
税
へ
の
無
関
心
さ
を
反
省
し
、

税
に
つ
い
て
少
し
で
も
浬
拝
を
深

め
、
み
ん
な
が
す
す
ん
で
税
金
を

払
え
る
日
が
来
る
こ
と
を
望
み
た

い
も
の
で
す
。o

rA.

!7

税金=

ドロボー 

勝浦中学校  3年

中 村 まゆみ

で
る
、
お
酒
や
ビ
�
 ル
に
酒
税
っ

o

て
い
う
の
が
あ
る
し
、
働
け
ば
、

こ
れ
も
所
得
税
や
住
民
税
っ
て
い

う
の
で
、
お
金
が
天
引
き
さ
れ
よ

l

ん
じ
よ
�
 税
金
で
わ
金
を
取
ら
れ

て
し
ま
う
か
ら
ド
ロ
ボ
l
っ
て
言

ょ
ん
よ
』
っ

て
言
よ
っ
た
ん
よ
。

私
、
思
う
ん
や
け
ど
税
金
っ
て
私

の
お
母
さ
ん
の
よ
う
に
、
み
ん
な

か
ら
嫌
わ
れ
て
い
る
ん
か
な
あ
」

と
税
金
に
対
し
て
、
興
味
深
そ
う

に
友
達
は
言
っ
て
い
ま
し
た
。
正

直
な
が
ら
、
こ
ん
な
話
を
す
る
ま

で
私
は
税
金
が
ど
う
い
う
も
の
な

の
か
、
そ
し
て
納
め
ら
れ
た
税
金

は
ど
う
な
る
の
か
、
全
く
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
友
達
と

話
し
終
わ
っ
た
後
な
ぜ
か
頭
か
ら

税
金
と
い
う
一
言
葉
が
離
れ
ず
、
い

ろ
い
ろ
税
金
に
つ

い
て
本
で
調
べ

よ
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
か
ら
、
友
達
の
お
母
さ
ん

{
吾
貝沼

江
保
育
所
(
一
一

申
請
手
続

横
瀬
保
育
所
(
百
二
十
人
)

生
比
奈
保
育
所
(
百
人
)

①
保
育
所
は
、
児
童
福
祉
法
に

よ
り
、
保
育
に
欠
け
る
児
童
で

な
け
れ
ば
措
置
�
 (入
所
)
で
き

ま
せ
ん
。

②
入
所
申
請
書
は
、
家
族
の
か

た
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

③
本
年
度
初
め
て
入
所
さ
れ
る

い
か
た
は
、
個
人
通
知
は
し
ま
せ

場 日

時所

一
月
八
日
(
木
曜
日
)

午
後
七
時
か
ら

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

二
階
和
室

な
お
、
説
明
会
に
出
席
で
き
な

ん
の
で
受
付
期
日
ま
で
に
、
役
場

及
び
各
保
育
所
で
、
申
請
用
紙
等

を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
日
程
及
び
手
続
き

受
付
日
時

一
月
十
二
日
�
 
十
四
日


午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま


で


受
付
場
所

l

場
合
は、

だ
さ
い
。

児
童
を
同
伴
し
て
く

必所
要 さ  

も
申現
請在
が入

役
場
及
び
各
保
育
所

、、
�
 

.. 

・-・司
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町
の
津
の
峰
神
社

山
上
で
十

一
月
十

七
日
聞
か
れ
た
第

四
十
八
回
国
体
強

化
・

第
二
回
阿
南

相
撲
大
会
に
お
い

て
、
勝
浦
中
学
校

チ
l
ム
が
団
体

戦
で
優
勝
し
ま
し

た。

l

勝
ム
中
�
 
チ

ム

は
久
米
俊
久
君

・

ム
で
、

l

田
誉
史
君
の
三
名
の
チ

阿
南
市
津
の
峰

優
勝
し
た
機
瀬
A
チ
ー
ム
�
 

県
綱
引

選
手
権
大
会

十
二
月
七
日
徳
島
新
聞
社
土
曜

の
県
綱
引
大
会
が
開
か
れ
、
勝
浦

U
N
l
S
S
l
N
C
U
P

町
か
ら
は
「
勝
浦
み
か
ん
娘
チ
ー

ム」� 
(代
表
・花
岡
エ
イ
子
さ
ん
)

が
出
場
し
ま
し
た
。「
み
か
ん
娘
チ

ー
ム
」
は
第

一
試
合
に
「
上
板
レ
デ

ィ
ー
ス
」
と
対
戦
し
、
圧
勝
し
ま

し
た
が
、
第
2
試
合
で
く
じ
運
悪

ww

く
、
優
勝
候
補
の
「
う
ず
し
お
レ


デ
ィ
ー
ス
」
と
当
た
り
善
戦
の
末


敗
れ
惜
し
く
も
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン


ト
進
出
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。


爪
帆
�
 

B
C A

l
l
 A

A A

中
野
順
也
君

・
松

A

A

第
五
回
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
勝
浦
大
会

“
フ
ロ
ッ
ク
優
勝

「
横
瀬
少
女
バ
レ

A
チ

ム」

坂

本

�

 

十
月
二
十
六
日
第
5
回
少
女
バ


レ
ー
ボ
ー
ル
勝
浦
大
会
が
勝
中
と


横
小
の
両
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、


徳
島
市

・
小
松
島
市
を
含
む
、
県


南
部
の
各
小
学
校
か
ら
担
チ
ー
ム


約
三
百
名
が
参
加
し
ま
し
た
。


の
三
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
、

白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
展
開
の
末
、

ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
「
横
瀬
�
 」

が
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

以
下
、
本
町
少
女
パ
レ

l
チ
ー

ム
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

C
ブ
ロ
ッ
ク
準
優
勝

ブ
ロ

ッ
ク
準
優
勝
�
 

勝
浦
会
館
一
月
行
事

7
日
休

8
日
村

手
芸
塾
室

踊
り
教
室

勝
浦
同
和
問
題
研
究
会

定
例
会

(
 
着
付
教
室

日
日

ω
習
字
教
室

手
芸
整
至
(
玉
ノ
木
公

J日
日
mm
 

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名

簿
は
、
各
有
権
者
が
毎
年

一
月

一

日
現
在
で
町
農
業
委
員
会
ヘ
申
請

ム
E
A
A
)

し
な
い
と
名
待
に
登
載
さ
れ
ま
せ

ん。
こ
の
申
請
書
は
、
近
日
、
各
地

区
の
指
導
部
長
さ
ん
に
お
願
い
し

て
送
付
し
ま
す
の
で
、

一
月
十
日

ま
で
に
指
導
部
長
さ
ん
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

資
格年

齢
が
満
二
十
歳
以
上
の
か
た
。
�
 

農
地
面
積
を
十
ア
ー
ル
以
上
耕


作
し
て
い
る
か
た
。
ま
た
は
、
同


居
の
親
族
や
配
偶
者
で
、
年
間
お


お
む
ね
六
十
日
以
上
耕
作
に
従
事


し
て
い
る
か
た
で
、
農
業
委
員
会


が
認
め
た
か
た
。


以
上
の
要
件
が
そ
な
わ

っ
て
い


な
い
と
投
票
で
き
ま
せ
ん
。
忘
れ


な
い
よ
う
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。


く
わ
し
い
こ
と
は
、
農
業
委
員

O O会
か
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

凶
日
付

:

t

日
日
附
踊
リ
教
室

四

日

間

生

花

整
室

初
日
�
 ω
習
字
教
室

幻

日

制

手

芸
教
室

幻
日
附
踊
り
教
室

日

附

着

付

教
室

各
講
座
と
も
午
後
七
時
三
十
分

か
ら
開
講
し
ま
す
。
(
習
字
の
み
七

時
開
講
)
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
�
 

U

県
新
人
戦
優
勝
の
強
豪
石
井
中
学

校
チ
ー
ム
を
く
だ
し
、
み
ご
と
優

勝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
学
年
別
個
人
戦
に
お
い

て
も
、
河
崎
祐
司
君
(勝
中
一
年
)

が
健
闘
し
、
準
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。

県
新
人
戦
優
勝
の
石
井
中
チ
ー

ム
を
く
だ
し
た
勝
中
チ
�
 ム
の
カ

を
み
る
と
、
今
後
ま
す
ま
す
の
活

l

騒
が
期
待
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

企左から河崎君，松田君，中野君，久米君

。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今年はすごいぞ勝中相撲部

MUS04
テキストボックス
農業委員会委員選挙人名簿の登録締め切りは1月10日
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，tS駅� 
^ 
1. ~?~若丸、

三五日ごしお短
、ラd':.，'l-jr，'! 'i';'ゴk且調� 

常ロヤ� iw 
v qTh 

-v
H
umh 

，C:， 角 名 国百長谷 困 首長

干 [J， 字 ぬ 宇手:字 字
西 平 喝行広 中
山 ff 市市市 場滑1 原� 関T 村

東

康

東

川

美

紀

岡

佳

一

倉
越
久
美
子

山

田

敏

信

瀧

川

順

子

山

崎

芳

洋

尾

崎

久

代

滝
本

淳
二

大

谷

啓

子

-v
古
り
槌
せ
し
写
真
を
胸
に
タ
ラ
ッ

プ
を
降
り
る
孤
児
ら
に
風
の
冷
た

i

し

坂

本

新

居

晋

落
葉
つ
も
る
雨
後
の
阻
往
詑
た
つ

を
踏
み
ゆ
く
脚
の
は
や
頼
り
な
し

横

瀬

比

留

間
E〈理� 軍事略〉

一

祖
の
住
み
し
庭
に
紅
葉
の
あ
ふ
れ

散
り
土
に
わ
ず
か
な
と
き
め
き
の

、夕
色

横

瀬

広

安

美
枝
子

戸
籍
の
窓

竹
月
間
巴
�
 刊
は
月
刊
日

ご
結
婚
お
め
で
と
う

お
誕
生
お
め
で
と
う

大
字
沼
日

清

水

亨

/

二
男

ケ
γ

qa

7

2

幸
喜

代

¥

辰

朝
刊
を
広
げ
る
祖
父
の
膝
中
ヘ
孫

這
い
て
ゆ
く
部
屋
は
明
る
し

中

山

溝

内

喜
美
代

農
継
ぐ
と
言
う
を
信
じ
て
日
暮
ま

で
稲
田
に
精
出
す
老
い
ゆ
く
人
ら

中

山

栗

城

絹

街
路
樹
の
落
葉
遊
ば
す
風
の
あ
り

心
弾
ま
せ
自
動
ド
ア
踏
む

立
川
竹
田
あ
ゆ
み

解
き
て
編
み
編
み
て
は
解
く
が
如

く
来
し
五
日
ノ夫
婦
も
金
婚
近
し

横
瀬
中
田
ヤ
ス
ヱ

落
葉
の
重
な
り
で
あ
り
吹
き
溜
り

踏
め
ば
乾
い
た
音
し
て
砕
け
る

予

/
1
ノー
�
 

/
1
/
1
4

貯

上

洋

一

森

久

仁

栄

中

村

孝

義

海
川
恵
美
子

紅
や
黄
の
落
葉
拾
い
て
押
葉
せ
し

沼

江

小

室

と
き
め
き
は
乙
女
に
も
似
て
投
函

の
音
確
か
め
て
ポ
ス
ト
隊
る
る

沼

江

大

岡

梅

子

継
ぐ
子
な
き
老
職
人
の
仕
事
場
に

今
年
も
か
ざ
る
太
き
注
連
縄

横

瀬

稼

勢

広

夫

締
切
日
が
変
り
ま
し
た

出
詠
は
毎
月
二
十
七
日
ま
で
、
三
旬

ハ
ガ
キ
で
。

送
り
先
勝
浦
町
三
渓

稼
努
広
夫
ま
で

町
内
在
住
の
方
に
限
り
ま
す
。

次
回
は
川
柳
、
そ
の
次
は
俳
句
と
交

代
に
の
せ
ま
す
。
ふ
る

っ
て
ご
投
句

く
だ
さ
い
。

¥
大
字
棚野
寸
鍛
治
地

/

阿

南

市

¥大
字
沼
江
字
情
谷

/大
字
坂
本
字
東
谷
�
 

会

費
連
絡
先

議長

三
百
円

中

角

東

山

正

峰

電
(二 
|
二
八
四
六
番
)

勝
浦
町
文
化
協
会

勝
浦
町
教
育
委
員
会

J r

大
守
星
谷

山
本
清
治
/
長
男

子古
明
神

ヒ

デ

コ

¥

勇

ム口
、
�
 

大
字
久
凶

田
村
文
宜
/
長
女

雇
ノ
本

明

美

¥

美

小
/

、
�
 

大
字
三
浅

武
田
裕
志
ノ

二
男

守
市
ノ
江

美

保

子

¥

章

Z
主
主
ニ
浅
倉
坪

泰

幸
/
二
女
�
 

議

恭

子

¥

美

大
字
比
谷

岡

固

定

住

/
二
男

宇
山
下

和
江
¥

宜

-

宏 也之手日

〈
宇
三
議
字
小
川
花
園
タ
カ
(訂
歳
)

大
字
一
間
野
字
大
谷
畑
名
、
友
久
(引
歳
)

大
王
国
江
字
了
仙
寺
平
間
テ
ル
ヱ

(乃
歳
)

大
字
泌
江
字
西
谷

西

谷

豊

�

 (肝
歳
)

ト八
字
三
翌
十

Z
漬

藤

�

 

(臼
歳
)

大
字
三
採

新

聞

裕

/

長

女

守平山

美

津

子

¥

有

百
姓
は
骨
惜
み
せ
ね
ば
暮
し
立
っ

と
農
有
難
し
と
老
い
常
に
言
う

立

川

堀

梅

子

朝
々
の
落
葉
掃
き
寄
す
庭
隅
を
風

が
散
ら
す
を
明
日
に
捨
て
お
く

棚

野

英

見

湖
に
漁
火
と
も
す
船
二
つ
動
き
見

て
お
り
八
階
の
窓

棚
野

一
楽

靖

子

落
葉
散
る
寺
の
参
道
登
り
来
て
母

ト の
歳
ま
で
生
き
た
し
と
願
う

習
{孟
子
級

H

社
会
総
合
大
学

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

場時
所間

尚
子
習
日
の
お
知
ら
せ
�
 
u

一
月
二
十
二
日
(木
)

午
後
七
時
1
午
後
九
時

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

棚

野

広

井

貞

代

一
月
八
日
(木
)

料、

墨
絵
学
級

一
月
七
日
�
 (水
)

時
間
午
後
七
時
三
十
八
刀
�
 1
午

後
九
時
三
十
分

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー
和
室

短
歌
学
級

一
月
十
日
(
土
)

時
間
午
後
一
時
1

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー
図
童
墨
�
 

主
口
北
思

t

あ
リ
か
と
う

"

町
内
俳
句
大
会

こ
ざ
い
ま
し
た

の
お
知
ら
せ

け
月
間
日

1
ロ
月
日
日

横
瀬
小
学
校
�
 

勝
浦
町
文
化
協
会
俳
句
大
会
を

花
園
義
明
さ
ん
�
 
(与
川
内
)

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
多
数

瀧
本
キ
ク
ノ
さ
ん
�
 (坂
本
)

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

竹

田

貞

美
さ
ん
�
 (立
川
)

日

時

匿

名

�

 

(横
瀬
)

P
T
A

思
い
出
遠
き
故
郷
の
山

星

谷

玉

置

照

子

駈
け
込
み
し
夫
の
指
先
凍
り
い
て

作
業
衣
の
ま
ま
出
す
酒
肴

中
角
岡
本
は

つ
え

ゲ
�
 ト
ボ
ー
ル
誰
も
見
え
な
い
せ

せ
ら
ぎ
は
亡
き
夫
の
よ
く
来
し
釣

場

中

角

平

間

豊

子

道
訊
き
し

一
人
遍
路
の
青
年
の
澄

l
み
し
瞳
に
何
を
秘
む
ら
ん

掛

谷

斎

藤

重

子

こ
の
春
に
大
山
玄
米
十
え
し
若
人
の
猿

田
彦
ゆ
く
恥
ら
い
見
せ
て

場

戸庁

一
月
三
十

一
日
�
 (土
)

午
後
零
時
一一
干
分

以
上
の
か
た
か
ら
善
意
銀
行
に

町
福
祉
セ
ン
タ
上

一階

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

和
室

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

立
川
前
田
チ
エ
子

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
わたしの作品
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昭和62年� 1月 1日

λ
J き

第199号� 

持
参
す
る
も
の
・
・・
母
子
手
帳

巡
回
健
康
相
談

成
人
病
は
徐
々
に
症
状
が
出
て

く
る
た
め
、
定
期
健
康
チ
ェ

ッ
ク

に
よ
る
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が

特
に
大
切
で
す
。
次
の
日
程
で
行

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

月日 士易 戸正 時� nJ9 

Yst木) 今山公会堂 111午後 寺30分- 113ギ� 

?{.(.ホ) 坂本集会所 午後10時-]]時30分

){，(ホ) 久国公会堂 午後� 11侍30分-311寺

~木)

~証オ4

1I1谷集会所

棚野集会所

午後� 1時30分- 3 1時

午後� 111寺30分-3時

役
場
住
医
福
祉
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
(
直
接
医
療
機
関
で

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
)

談相

時

昭
和
五
十
九
年
一
二
月
一
日
�
 六

六
歳
未
満
で
今
ま
で
に
麻
し
ん

昭
和
六
十
二
年

一
月
八
日

1
三

十

一
日
ま
で
の
間

と 巡回健康相談日程

O O O

l

乳
児
健
康
診
査

一
月
二
十
三
百
�
 
(金
)

午
後

一
時

く
だ
さ
い
。

内

容

�

 血
圧
測
定

尿
検
査
�
 

料

金

O O

時
三
十
分


勝
浦
病
院
小
児
科


昭
和
六
十

一
年
九
月

一


日
1
十
一
月
三
十
日
ま


で
に
生
ま
れ
た
児


心
と
花
を
あ
り
が
と
う O

健
康
に
関
す
る
相
談

シ

」

愛

日ご
午幽

~
 

山

日

時

4

9

1

例

月

前
n
U

J
』

g
E

内容 人権・行政・厚生・福祉

該
当
児

十
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
子
�
 

定
�
 
1
午

に
か
か
っ
た
こ
と
の
な
い
子
及

1
-

び
予
防
嬢
慢
を
受
け
た
こ
と
の

白
川
�
 

ふ
拠


な
い
子

実
施
期
間
�
 

一
歳
児
健
康
診
査

無
料

料

金

持
参
す
る
も
の
:
健
康
手
帳

千
三
百
円

。

母
子
手
帳
と
、
印
鑑
を
ご
持

き

加
問


一
月
十
六
日
(金
)

午
後
一
時
二
干
分
1
二

時
三
十
分

勝
浦
病
院
小
児
科

昭
和
六
十
年
十

一
月

一

日
1
六
十
一
年
二
月
二

十
八
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
児

参
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
住

民
福
祉
諜
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

夜間毅急当番表
勝浦病院1月2日

赤岩医院④日 〔電話番号〕� 

勝 浦 病院6日 勝浦病院�  

山西 医院8日 2-2555 
勝浦病院10日
湯 浅 医院 山西医院12日

、一� 

勝浦病院14日 2-3027 
赤 岩 医院16日

⑮日 勝浦病院 湯浅医院�  

と
こ
ろ

該
当
児

持
参
す
る
も
の
・・・母
子
手
帳

麻
し
ん
(
ほ
し
か
)

予

防

接

種

こ
の
病
気
は
、
発
熱
・
せ
き
な

ど
か
ら
始
ま
り
口
の
中
に
粟
粒
大

の
白
斑
を
特
徴
と
し
、
時
に
は
肺

炎
、
中
耳
炎
な
ど
の
合
併
症
を
お

こ
す
急
性
伝
染
病
で
す
。

予
防
接
種
会
希
望
さ
れ
る
方
は

2-2006 1月7日同勝浦病院26日

O 

勝
浦
病
院
に
入
院
し
て
、
三
回
目
の
花
を
項
き
ま
し
た
。

棚
野
子
供
会
の
皆
さ
ん
、
い

つ
も
優
し
く
ニ
コ
ニ
コ
と
釆
で
く
だ

さ
り
、
美
し
い
花
を
項
き
、
帰
り
に
は
、
「
早
く
良
く
な

っ
て
く
だ

さ
い
ね
」
と
の

一
言
、
う
れ
し
さ
の
あ
ま
り
胸
が
こ
み
上
げ
て
涙
さ

え
浮
か
び
感
謝
の
気
持
ち
で
一

杯
で
す
。
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

病
人
の
回
復
を
祈
り
つ
つ
、
感
謝
で
胸
が

一
杯
に
な
り
、
「
早
く

元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う
ね
」
と
病
人
と
話
し
合
い
う
れ
し
涙
を

浮
か
べ
な
が
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

紙
上
を
お
借
り
し
て
、

一
言
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

湯浅医院24日 赤 岩 医院�  

勝
浦
病
院
入
院
患
者

一
付
添
い
よ
り
�
 

日時

犬の被害が増えています
山 西 医院20日 2-2003 一飼L、犬は必ずつないでくださいー

勝浦病院22日 不用犬買い上げ、日� 

赤岩医院�  1月21日同28日
30日 勝浦病院

成犬� 300円

場所 住民福祉センタ ー2階

平B 午後� 6時~翌朝午前� 9時
(平日でも受付しておりますので)

休日 午後� 7時~翌朝午前� 9時
小犬� 100円 お気軽にお問い合わせください

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなの健康




